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はじめに 

 

 アジア経済研究所では、2000 年アジア国際産業連関表を作成・分析するこ

とを目的として 5 年間の研究事業を開始した。本事業は、1 年目に貿易統計

の国別推計を行い、2 年目より IO 関連のサーベイ実施、データ収集、3 年目

に輸入表推計、4 年目には輸入表、輸出ベクトルの国別分割、概念調整が行

われた。最終年度である今年度は各国表をリンクさせ、2000 年アジア国際産

業連関表を完成させた。 

今年度の「アジア諸国の産業連関構造（V）」研究会では、昨年度から引き

続き作表に関する議論（Non-survey の可能性）及び分析手法に関する議論を

行ってきた。今回その成果を以下のようにとりまとめた。 

まず、第一章（岡本等）では 2000 年アジア国際産業連関表の作表過程を紹

介するとともに、産業構造、輸入構造、後方連関、依存度の観点から簡易分

析を行った。結果、中国経済のプレゼンスによりアジア・環太平洋地域内の

空間構造が変化しつつあることがわかった。 

第二章（笠原）では、対象国をスカイライン分析にかけ、産業構造と輸入

構造の変化をグラフ化した。 

第三章（奥田等）では、2000 年のアジア表を延長推計する手法を提案する

とともに、それにもとづいてアジア地域のエネルギーの消費構造を分析した。 

第四章（石川）では、これまでの研究を発展させ、再検証を行う形で RAS

法について考察を行った。日本のように経済成長が安定した国では RAS 法の

有効性が実証された。 

第五章（野田）は、等号制約条件付き最小 2 乗法とエントロピ－最適化法

を用いて産業連関表（IO 表）の取引額表を推計する方法の比較を行った。結

果、プログラムの作成等を考慮したときには後者の方法が効率的な方法とし

て選択されることが示された。これは別の意味で RAS 法の有効性が示された

ことになる。 

第六章（横橋等）は、今年度行われた米国の雇用表の推計手法について論



じている。2000 年アジア国際産業連関表では、付帯表としてはじめて雇用表

の推計に取り組んだ。本章は米国表の経験として評価される。 

また本報告書の他に統計資料シリーズ（SDS）として、2000 年アジア国際

産業連関表の解説編とデータ編が公表された。詳細な作表方法に興味がある

読者は解説編を参照されたい。 
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